
 
 
 
 
 
 
 

令 和 ６ 年 ４ 月 定 例 教 育 委 員 会 会 議 録  

 

 日 時  令和６年４月１８日（木）午前１０時００分～午前１１時３０分 
 

 

場 所 

 

扶桑町図書館 

 

 

出席者 

 

教育長       澤木貴美子 

    

学校教育課長         奥村 洋 

教育長職務代理者  千田まち子  生涯学習課長      松原 薫 

                教育委員      江口夏世 学校教育担当主幹兼指導主事 

教育委員      千田正仁 

 

 

                    寺谷裕良 

教育委員      熊﨑規恭 

 

 学校教育担当統括主査兼指導主事 

教育部長       仙田剛宏 

           

            上田勇人 

  

         
 

 
   

 

 

 

議 題 

 

 

及 び 

 

 

結 果 

 

２ 協議事項 

 

 

（１）令和６年度４月要・準要保護児童生徒の認定について    承認 

（２）後援依頼について 

①親子防災講演会                     承認 

②子育て世代の未来を守るお金の授業         承認（要確認） 

  ③家庭教育講座～お子様への効果的なほめ方・注意の仕方～  承認（要確認） 

（３）当面の諸課題について 

 

３ 連絡事項 

（１）行事予定表について 

 

４ その他 

（１）各小中学校の補助教材決定の報告 

 

 

 

 

 

 



令和６年３月定例教育委員会会議録 

日時 令和６年４月１８日（木） 

午前１０時００分 

場所 扶桑町図書館       

１ あいさつ 

発言者 発言の要旨 

指導主事 

 

指導主事 

教育長 

令和 6 年 4 月定例教育委員会を始めます。年度初めですので、自己紹介

からお願いします。（各自、自己紹介） 

１．あいさつということで、教育長先生お願いします。 

おはようございます。清明という清く明るい季節となりました。虹が初

めて見える頃という七十二侯になっており、春の雨上がりの春に初めて虹

がかかると言われています。今年はまだ見ていない気がしますが、虹がか

かると少しわくわくした気持ちになってさらに気持ちが高まります。新し

い年度が始まりました。辞令伝達式のご出席もありがとうございました。

無事、どの学校もスタートしていると聞いています。町の方では、町長選

や町議会議員選挙が近づき、朝から夕方まで賑やかに選挙活動していると

ころです。町長選は皆様ご存知の通り無投票になり、第 2 期の現町長の町

政が 5 月から始まります。町議選もあと少しでございますが、また新しい

教育行政も始まっていくと思いますので、皆様どうぞよろしくお願いしま

す。今日もいろいろな案件がございますので、ご協議お願いいたします。 

 

２ 協議事項 

発言者 発言内容の要旨 

指導主事 

 

教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導主事 

 

教育委員 

２．協議事項、（１）令和 6 年度 4 月要・準要保護児童生徒の認定に

ついてお願いします。 

別紙 1 をご覧ください。令和 6 年度準要保護認定について、別紙 1-1

は、令和 6 年度準要保護認定申請のあった新 1 年生児童 19 名の名簿に

なります。また、別紙 1-2については、1～3月申請分の児童生徒 8人の

名簿です。資料 2枚の合計が、児童 21人、生徒 6人、合計 27人です。

それぞれ認定要件区分を記載させていただいています。3 月教育委員会

に報告しました。児童 99 人、生徒 59 人に合わせまして合計は児童 120

人、生徒 65人となります。令和 6年度内訳としては、柏森小が 38人、

高雄小が 41人、山名小が 19人、扶桑東小が 22人、扶桑中が 41人、扶

桑北中が 24人になっています。以上になります。 

この件に関しまして、何かご意見ご質問等ございますか？ないようで

すので、お認めいただけますか。 

はい。 



指導主事 

 

教育課長 

 

 

 

 

指導主事 

教育委員 

 

教育部長 

 

 

 

教育委員 

 

教育課長 

教育委員 

 

指導主事 

 

教育委員 

教育課長 

 

 

指導主事 

教育委員 

 

教育課長 

 

 

教育委員 

教育課長 

 

教育委員 

 

 

ありがとうございます。続きまして、（２）後援依頼についてお願い

します。 

新規で 3件の申請がありました。 

１つ目は「親子防災講演会」です。（内容について説明）その他の後

援については、大口町教育委員会、大口町社会福祉協議会、扶桑町社会

福祉協議会の予定となっています。別紙にて資料でチラシもありますの

で、ご覧ください。 

この件に関しまして、何かご意見ご質問等ございますか？ 

防災ボランティア Dサポート丹羽の「D」は何かの略称ですか。また、

大口北防災センターという独立した施設があるのですか？ 

まず、防災センターの方については、昔の大口北小学校の校舎を壊し

て、体育館だけ残して活用していたのですが、数年前から北防災センタ

ーになっています。この団体の「D」については確認が取れておりませ

ん。 

無料で開催され、内容はいいと思いますが、後援申請が通れば、各小

中学校にこのチラシを配るということですよね。 

おそらくそうだと思います。 

石川県のこともあるので、親子で参加してほしいということが狙いで

すね。 

その他、ご意見ご質問等よろしいでしょうか？では、この親子防災講

演会については、お認めいただけますか？ 

はい。 

2 つ目は、「子育て世代の未来を守るお金の事業」です。（内容につい

て説明）その他の後援としては、愛知県教育委員会から後援をもらって

おり、大口町教育委員会も予定されているということです。以上です。 

では、これに関して何かご意見ご質問等ございますか？ 

広い範囲ではなく扶桑町とエリアが絞られているのはこの講師の方

が扶桑町とゆかりのある方ということですか？ 

過去、名古屋市、犬山市、小牧市、東海市、蒲郡市、刈谷市など、い

ろいろなところでやっている中で、順番にこちらに来ているみたいで

す。大口町も扶桑町と同じく後援申請が出されています。 

愛知県の補助金がわかるというのは、どういう内容なのですか？ 

県内の大学までの費用はいくらかかるかとか、無償化の奨学金の制度

はどんなものかということを含んでいると思います。 

２点お願いします。この主催の団体がどういうところかということを

聞きたいことが１点、もう１点少し引っかかるのは、コマーシャルみた

いなものではないか？ということです。そのあたりはどうですか？ 



教育課長 

 

 

 

 

 

 

教育委員 

教育課長 

 

教育長 

教育委員 

 

教育委員 

 

 

教育長 

 

指導主事 

 

教育委員 

指導主事 

教育課長 

 

指導主事 

教育委員 

教育委員 

 

教育課長 

教育委員 

 

 

 

 

教育委員 

 

 

規約等はいただいており、事業所としては一般社団法人経営サポート

協会になっています。内容としては、金融リテラシーなどの提供の活動

として、無料マネー講座を開催する。無料個別相談会を開催する。無料

会員際より金融情報助成金、税務情報等の情報発信を行う。全国の認定

講師育成を行う。と登録されています。代表の方は新潟県の方で、現役

のファイナンシャルプランナーだそうです。犬山市、小牧市が去年の 5

月に実績としてやっているそうです。 

去年やったときに、県の教育委員会の後援もついているわけですね。 

はい、去年は県の後援があります。また、7 月に行うものは後援とし

て、県の許可は出ています。その写しも確認済みです。 

新 NISAの話もあるので、その後宣伝や勧誘がなければいいですね。 

生活相談センターなどに、この団体の名前が上がっていなければ問題

はないと思います。 

オンラインで申し込むときに、メールアドレス等を入力しますね。そ

れが、その後何かに使われるのが一番心配です。それはないという確認

をしておけるといいですね。 

その確認が取れれば、お認めいただくというような形でよろしいです

かね。 

では、確認をしていただいた上で、承認をするということでよろしい

でしょうか？ 

はい。 

ありがとうございます。それでは、3番をお願いします。 

3 つ目が、「家庭教育講座」です。（内容について説明）他の市町の後

援として、大口町教育委員会も同じく予定されています。 

何かご意見ご質問等ございますか？ 

このチラシに掲載されている先生が講師なのですか？ 

協会限定インストラクターの子育て診断士が講師を務めますとしか

書いてないですね。 

今はわからないため、確認をしておきます。 

今回のことでどうこうということではないかもしれませんが、参加無

料で人に来ていただいて、その団体のお考えを伝えるということだと思

うのですが、無料でやれるということは何らかの財源があるわけで、チ

ラシを配ることでこれが窓口になってこの会が開かれているというよ

うなことだと、いろんな心配をしてしまいます。 

昨年、江南市でやられているということですから、そういった背景に

その後の営業に結びつくようなものがないことの確認が必要かと思い

ます。2番目のものと同じようなところが気になるところです。 



指導主事 

 

教育委員 

指導主事 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的には先ほどの 2番と同じで、営利目的に繋がらないというのが

確認できたら承認ということでよろしいでしょうか？ 

はい。 

ありがとうございます。それでは、（３）当面の諸課題についてとい

うことでお願いします。 

年度当初ですので、基本理念を確認させていただきます。「みんなの

笑顔が輝くまち扶桑町」ということで、「みんなで学び育む時代と豊か

な心を育むまち作り」という町の総合計画のもとに、教育委員会も今年

頑張っていきたいと思っています。 

重点目標について説明します。（資料をもとに説明） 

始業式の在籍数についてお伝えします。（資料をもとに説明） 

学校教育についてです。（資料をもとに説明） 

教職員の評価についてですが、昨年度より教頭も評価の対象となって

おり、その評価をもとに給与反映しています。それに伴い、その評価に

不服がある場合は苦情申し立てをすることができます。（内容について

説明） 

働き方改革についても話が進んでおり、給特法を 4％から 10%にしよ

うではないかとか、主任教諭という一般教諭の中で指導力のある方をお

き、少し給料を上げて、やる気のある先生たちを育てていきたいという

ような流れが検討されるとか、いろいろ新聞でも言われています。今年

度からそのような良い面も改善がありそうですが、在校時間に対して厳

しい面もあります。 

教育支援センターも新しい体制になり、SSW や指導員の方も積極的に

動いていただいて、先日はスーパーバイザーの方の第 1回の会があり、

非常に良い時間だったと報告を受けています。家庭などの問題を抱える

背景を明確化して、指導計画とか相談計画を継続的にやっていけるよう

なものを作って、カルテ作成の準備が始まっているようです。子供にも

家庭にも還元できればなと思っています。 

生涯学習についてです。（資料をもとに説明） 

最後に、話題です。（資料について説明） 

記事の中で、「教育について、いったい教える側は何を教えるか」と

いうと、三つしかないと書いていました。「学ぶ側は何を学ぶか」と言

ったら、同じように三つなのですが、一番は自分が生まれてきた世の中

がどうなっているかということをしっかり知識として学ぶこと。学校は

ほとんどこれが中心になります。しかし、もっと大事なことは２番目と

してこういった知識を得ることだけじゃなく、自分は誰に支えられて生

きていて、自分が誰を支えていってこれから生きていくかということを



 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導主事 

教育委員 

学ばなくてはいけない。自分以外の人に関心をもって自分以外の人との

人間関係をどうやって作っていくと幸せになれるかということを勉強

するのが教育の一つである。最後は、そういった関係性の中で自分をも

っと知るのが勉強だということ。自分は何に従っていて、何が好きで、

どんなことをやりたいか、世の中に貢献できるかということを自分で理

解できるように、自分自身を知りなさいということ。これが一番大事だ

と書いてありました。自分と他者、または自分自身の学びというのが非

常に大事なので、学校教育の中に取り入れていかなくてはいけないとい

うことを思いました。以上でございます。 

何かご質問等ありますか？ 

ありません。 

 

３ 連絡事項 

発言者 発言内容の要旨 

指導主事 

教育課長 

生涯学習課長 

指導主事 

教育委員 

３．連絡事項で、（１）行事予定表についてお願いします。 

別紙２をご覧ください。学校教育より（学校教育課長より説明） 

生涯学習について。（生涯学習課長より説明） 

行事について、何かご質問ございますか。 

ありません。 

 

４ その他 

発言者 発言の要旨 

指導主事 

 

指導主事 

 

 

教育委員 

教育長 

 

指導主事 

 

 

 

教育委員 

教育委員 

 

４．その他について、（１）各小中学校の補助教材決定の報告という

ことでお願いいたします。 

別紙のように 7 枚に渡って各小中学校より報告がありました。以上で

す。また、こちらは教科書以外の漢字ドリルや問題集などで、購入した

ものの結果になっています。 

結構な金額になりますね。 

AI ドリルを入れるようになれば、この部分がもう少し安くなり、よ

り効果的なものになると思います。 

低学年は丁寧にやるべきなので、紙でのドリル等は必要かと思います

が、小学校 3 年生から上の学年で AI ドリルが入ると、ほとんどそれら

がなくなって、AI ドリルに移行できるのかなと思うと、保護者への負

担も減るなと話し合っていたところです。 

入試対策用のものは購入しなくなりましたか？ 

補助教材として授業で使うものについてのみ、承認が要るため、入試

対策用として各自に学習するものは入っていないと思います。 



指導主事 では、その他、何かございますか？ないようですので、令和 6 年度 4

月の教育委員会を閉じたいと思います。ありがとうございました。 

 


